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このドキュメントは、はじめてWindows Intuneを使用される方を対象に、Windows Intune環境の

セットアップと、Windows Intuneの主要機能について紹介します。ドキュメントでは、実際の

Windos Intuneの画面ショットとともに構成手順を示します。読者は記載された手順を実行して、自社

のビジネス ニーズに適した環境を作成し、カスタマイズすることができます。 

 

 

バージョン 年月日 内容 

1.0 2014年 3月 27日 初版 
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 Windows Intuneの構成には、「クラウド単体構成」と「ハイブリッド構成」があります。 

 

社内設置型のインフラストラクチャを必要としない場合は、Windows Intuneをクラウド単体構成で

運用できます。その場合、構成は図 1のようになります。 

 

●図 1●クラウド単体構成におけるWindows Intune 

 

 Windows Intuneは、Windowsコンピューター以外に、Windows RT、Windows Phone 8、iOS、

Androidの各モバイルデバイスを直接管理することができます。これを「ダイレクト管理」と呼びま

す。また、組織が Exchange Serverまたは Exchange Online Serverでモバイルデバイスを管理してい

る場合、Exchange Server経由でモバイルデバイスを管理することもできます。これを「Exchange 

ActiveSync経由での管理」と呼びます。 
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●図 2●ダイレクト管理と Exchaneg ActiveSync経由の管理 

 

Windows Intuneには、オプションとしてハイブリッド構成も選択できます。このオプションでは、

クラウドベースの環境をMicrosoft System Center 2012 Configuration Manager SP1または

Microsoft System Center 2012 R2 Configuration Manager（以後、まとめてMicrosoft System 

Center 2012 Configuration Managerと称す）と統合、連携させることが可能になります。この構成で

は、Configuration Managerコンソールを使用して、PC、サーバー、モバイルデバイス、さらにはMac 

OSコンピューターまで管理できます。 

 

ハイブリッド構成の場合、System Center 2012 Configuration Managerによってコンピューターが

管理され、モバイルデバイスを管理するWindows Intuneサービスを Configuration Manager管理コ

ンソールにコネクターを使って追加します。次の図は、ハイブリッド構成ですべてのサポート対象プラッ

トフォームが管理されるしくみの例を示しています。 
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●図 3●ハイブリッド構成におけるWindows Intune 

 

ハイブリッド構成を使用する場合、System Center 2012 Configuration Managerのセットアップ方

法に関する技術ガイダンスの詳細については、「System Center 2012 Configuration Managerの概

要」を参照してください。 

 

このドキュメントではクラウド単体構成のWindows Intuneサービスを最大限に活用するための情報

を提供します。 

 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
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Enterprise Agreementまたは同等のボリュームライセンス契約をマイクロソフトと締結していない

企業のお客様は、次のWebサイトからWindows Intuneの 30日間無料トライアルにサインアップでき

ます。 

 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/Windows Intune/try.aspx 

 

お客様の組織が Enterprise Agreement（EA）を締結している場合は、マイクロソフト担当者にお

問い合わせください。担当者がエンタープライズ向けのトライアル版をセットアップするお手伝いを

いたします。 

 

［30日無料トライアルの入手］をクリックすると、［サインアップ］ページが表示されます。このペー

ジの左上には次のようなメッセージが表示されています。 

 

 

●図 4●サインイン 

 

会社で既にMicrosoft Online Servicesの組織 ID（OrgID）をお持ちの場合は、このテキストの［サ

インイン］オプションをクリックし、そのアカウントの全体管理者アカウントを使用して認証を行って

ください。これにより、Windows Intuneのトライアル版が既存のMicrosoft Online Servicesアカウ

ントに確実に関連付けられます。 

既存のMicrosoft Online Servicesアカウントをお持ちでない場合、この［サインアップ］フォーム

に詳細情報を入力して、組織の新しいドメイン名を作成します。 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/try.aspx
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Windows Intuneサービスのさまざまな機能にアクセスするために使用できる、2種類の管理者向け

のポータルと 1種類のユーザー向けのポータルがあります。図 5のWindows Intuneアカウントポータ

ルと、図 6のWindows Intune管理コンソール、そして図 7のWindows Intune会社のポータルで

す。 

 

Windows Intuneアカウントポータルは、Windows Intuneや Office365などのすべてのMicrosoft 

Online Servicesのユーザー、グループ、およびドメインを管理者が管理するための共通の構成用インタ

フェースです。このページでは、サブスクリプションの状態の確認、新しいサブスクリプションの追

加、および新しいユーザーアカウントのアクティブ化を行うことができます。社内設置型の Active 

Directoryドメインサービス（AD DS）インスタンスへのリンクをセットアップして構成することもでき

ます。またこのポータルは、エンドユーザー向けに、各自のパスワードを変更する機能を備えていま

す。 

 

 

●図 5●Windows Intuneアカウントポータル 
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Windows Intune管理コンソールは、3つの主要な情報パネルで構成されます。左側はナビゲ

ーションパネルで、各Windows Intuneワークスペースへのリンクが含まれています。Windows 

Intuneの各機能にはワークスペースが存在します。画面中央はメインの情報パネルで、ワークス

ペース（この例では、［システムの概要］ワークスペース）の詳細ビューが表示されます。右側は

［タスク］パネルで、そのワークスペースで使用可能なタスクが状況に応じて一覧表示されます。 

 

 

●図 6●Windows Intune管理コンソール 

 

この時点では、まだシステムにコンピューターを登録していないため、表示される情報は多くあ

りませんが、各領域で使用可能なワークスペースとタスクに今から慣れておくことができます。 

 

 Windows Intune会社のポータルは、ユーザーがカタログ一覧からアプリケーションやソフトウェア

を選択してインストールするためのWebインタフェースです。カタログ一覧は、ユーザーの部署や職

位、適正に合わせてカスタマイズすることができます。 
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●図 7●Windows Intune会社のポータル（Webインタフェース） 

 

 また、Windowsストア、iOSおよび Androidのモバイルデバイス向けの会社のポータルアプリも用意

されています。 

 

 

●図 8● モバイルデバイス向けの開始のポータルアプリ（iOS） 
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Windows Intuneに管理対象となるコンピューターまたはモバイルデバイスを追加する前に、管理者

と既定のポリシーを設定しておく必要があります。 

 

 

 Windows Intuneでは、Windows IntuneアカウントポータルとWindows Intune管理コンソール

で役割の異なる管理者を個別に設定することができます。 

 

 

 Windows Intuneアカウントポータルでは、サブスクリプション、サービスリクエスト、パスワード

のそれぞれの管理する次の管理者を設定することができます。 

 

課金管理者 

（Billing Administrator） 

購入、サブスクリプションの管理、サポートチケットの管理、サービ

スの正常性の監視をおこないます。 

サービス管理者（Service 

Suport Adminisrator） 

サービスリクエストの管理とサービスの正常性の監視をおこないま

す。 

パスワード管理者 
パスワードの再設定、サービスリクエストの管理、およびサービスの

正常性の監視をおこないます。 

ユーザー管理の管理者 

パスワードの再設定とサービスの正常性の監視、およびユーザーアカ

ウント、ユーザーグループ、サービスリクエストの管理をおこないま

す。 

全体管理者 すべての管理機能にアクセスできます。 

 

 

組織内で管理を委任できるよう、Windows Intune管理コンソールへのアクセスを提供する、2つの

レベルの管理者の役割があります。 
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Windows Intuneテナント管理者には、Windows Intune管理コンソールに対する完全な管理者権限

が付与されます。そのため、Windows Intuneサービス管理者の追加と削除など、あらゆる操作をコン

ソールで行うことができます。さらに、テナント管理者は、Windows Intuneアカウントポータルを使

用して、他のテナント管理者を割り当てることもできます。テナント管理者は、Windows Intuneアカ

ウントポータルで割り当てる必要があることに注意してください。テナント管理者の割り当てに

Windows Intune管理コンソールを使用することはできません。 

 

Windows Intuneサービス管理者には、フルアクセスと読み取り専用の 2つのレベルのコンソールア

クセスが付与されます。 

 

フルアクセス 

Windows Intune 管理コンソールのすべての管理権限が付与されるた

め、他のサービス管理者の追加と削除など、あらゆる操作をコンソール

で行うことができます。 

読み取り専用アクセス 

読み取り専用権限が付与されるため、Windows Intune 管理コンソー

ルでデータを変更することはできません。コンソールでのデータの表示

とレポートの作成のみを行うことができます。 

 

サービス管理者を作成するには、Windows Intune管理コンソールを使用します。サービス管理者は

ユーザーIDとパスワードを持ち、Windows Intuneユーザーグループのメンバーである必要がありま

す。ユーザーIDを所有していない個人の場合、まず、テナント管理者が、Windows Intuneアカウント

ポータルを使用してその個人のユーザーIDを作成し、Windows Intuneユーザーグループのメンバーと

して含める必要があります。 

 

Windows Intune サービス管理者は、Windows Intuneアカウントポータルに表示されるサービス

管理者とは異なります。Windows Intuneアカウントポータルに表示される Microsoft Online 

Servicesのサービス管理者は、ユーザーのアカウントとグループおよびサービスリクエストを管理

し、サービスの状態を監視しますが、必ずしも Windows Intuneで管理されているユーザーやデバイ

スの状態とは限りません。 

 



Windows Intune トライアル版 活用ガイド 

- 14 - 

既定では、サブスクリプションの所有者がWindows Intuneサービスのテナント管理者となります。

テナント管理者とは、購入時にMicrosoft Onlineサブスクリプション契約（MOSA）に同意した個人の

ことであり、Windows Intune管理コンソールのすべてのタスクを実行する権利があります。 

 

タスクの委任を支援するため、およびその単一アカウントのパスワードを忘れた場合にロックアウトさ

れることを防ぐために、追加の管理者を作成してください。 

 

 

次の手順に従って、少なくとも 1つのテナント管理者アカウントを追加で作成することをお勧めしま

す 。なお、Windows Intuneアカウントポータルでは、テナント管理者は全体管理者と表示されます。 

 

（1）Windows Intuneアカウントポータルにサインインして、［管理］の下の［ユーザー］メニュー項

目をクリックします。 

 

（2）テナント管理者に昇格させるユーザーの横にあるチェックボックスをオンにして［編集］をクリッ

クするか、［新規］をクリックして新しいユーザーを追加します。 

 

（3）［設定］を選択し、の［役割の割り当て］の［はい］ラジオボタンをオンにして、［全体管理者］を

選択します。 

 

 

●図 9●テナント管理者の追加 
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（4）ユーザーの連絡用電子メールアドレスを入力し、［保存］をクリックします。 

 

 

テナント管理者アカウントは日常的な ITサポートタスクに使用されないようにする必要があります。

そのために、サービス管理者をセットアップしてください。Windows Intuneで日常的な管理タスクを

行うサービス管理者を追加するには、次の手順を実行します。 

 

（1）Windows Intuneアカウントポータルで、サービス管理者として登録するユーザーのユーザーアカ

ウントを作成します。 

 

（2）Windows Intune管理コンソールにサインインし、それらのユーザーが［すべてのユーザー］グル

ープ内に表示されていることを確認します。 

 

（3）［管理］の［サービス管理者］をクリックします。 

 

（4）［追加］をクリックすると、次のようなウィンドウが表示されます。 

 

 

●図 10●サービス管理者の追加 

 

（5）ユーザーIDを入力し、そのユーザーに対するアクセス許可を選択したら、［OK］をクリックしま

す。 

 

（6）このWindows Intuneアカウントのサービス管理者にするすべてのユーザーIDに対して、上記の

手順を繰り返します。 
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サービスの管理者をセットアップしたら、デバイスを展開する環境をセットアップできます。次の数

ページでは、アカウントへのコンピューターまたはモバイルデバイスの展開を開始する前に実行するこ

とが推奨される、いくつかの追加手順について確認します。 

 

 

Windows Intuneのポリシーの主な目的は、モバイルデバイスのセキュリティ設定の制御、コンピュ

ーターの更新プログラムの提供、確実なエンドポイント保護、ファイアウォール設定の保守を行い、エ

ンドユーザーエクスペリエンスの向上を実現するための、迅速かつわかりやすい設定を提供することで

す。これらの設定は、コンピューターが参加しているドメインに関係なく適用でき、ドメインに参加し

ていないコンピューターにも適用できます。 

 

ポリシー管理システムの競合によってポリシーの競合が発生するのを防ぐため、Windows Intune

クライアントソフトウェアを展開する際に、Windows Intuneポリシーで管理されているコンピュー

ターが Active Directoryグループポリシーからも同じ構成設定を受け取ることのないようにする必要

があります。詳細については、Windows Intuneオンラインヘルプの「Windows Intuneを使用する

ときのグループ ポリシーに関連する計画」を参照してください。 

 

次の手順では、コンピューターのWindows Intuneエージェントの設定ポリシーをセットアップする

方法について説明します。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールを開きます。 

 

（2）ワークスペースのショートカットウィンドウの［ポリシー］アイコンをクリックします。 

 

（3）［タスク］の下にある［ポリシーの追加］をクリックします。 

 

（4）［新しいポリシーの作成］ダイアログボックスの左側のウィンドウにあるテンプレートの一覧の中

に、次のポリシーテンプレートが表示されます。 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676625.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676625.aspx
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・Windows Intune Centerの設定 

・Windows Intuneエージェントの設定 

・Windowsファイアウォールの設定 

・モバイルデバイスのセキュリティポリシー 

 

特定のポリシーの設定については、Windows Intuneオンラインヘルプの「Windows Intuneエー

ジェント ポリシーのリファレンス」を参照してください。 

 

（5）推奨設定で展開するには、セットアップするポリシーテンプレートを選択し、［推奨設定を使用し

てポリシーを作成および展開する］をクリックします。このポリシーを作成する前に設定を表示するに

は、［このポリシーテンプレートの推奨設定を表示］をクリックします。（手順 8に飛びます） 

 

（6）推奨設定にカスタマイズをするには、［カスタムポリシーの作成および展開］をクリックし、既定

のポリシーに変更を構成した後、ポリシーの名前と説明（省略可）を入力して、［ポリシーの保存］をク

リックします。 

 

（7）ポリシーを今すぐ展開するかどうかの指定を要求するメッセージが表示されたら、［はい］をクリ

ックします。 

 

（8）［このポリシーを展開するグループを選択します。］ダイアログボックスで、（選択したポリシーに

応じて）［すべてのデバイス］グループまたは［すべてのユーザー］グループを選択し、［OK］をクリッ

クします。 

 

（9）他の既定のポリシーの設定に対して、これらの手順を必要に応じて繰り返します。 

 

これらのポリシーが展開されると、すべてのユーザーまたはデバイスがこれらの設定を基本ポ 

リシーとして継承します。また、［ポリシー］ワークスペースからこれらのポリシーの詳細をレビュー

し、必要に応じて編集できます。 

 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676574.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676574.aspx
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Endpoint Protectionは、マルウェア対策を含むコンピューターのエンドポイント保護を実現します。

Windows Intuneの管理対象となるコンピューターに Endpoint Protectionがインストールされるか、

また有効化されるかは、Windows Intuneポリシーの［Windows Intuneエージェントの設定］により

決定されます。［Windows Intuneエージェントの設定］には、［Endpoint Protectionのインストー

ル］と［Endpoint Protectionを有効にする］のポリシー設定があります。また、［サードパーティ制エ

ンドポイント保護アプリケーションがインストールされている場合でも Endpoitn Protectionをインス

トールする］のポリシー設定もあります。このポリシー設定は、SymantecやMcAfee、Trend Microの

既存のマルウェア対策ソフトウェアがインストールされているコンピューターに対する挙動を決定しま

す。なお、既定では、これらのポリシー設定はすべてのデバイスで有効となっています。 

 

コンピューターをWindows Intuneサービスに追加する前に、エンドポイントの保護の要件を考慮し

ます。既存のエンドポイント保護アプリケーションの代わりにWindows Intune Endpoint Protection

を使用するか、または既存のアプリケーションを引き続き使用するかを決定します。管理対象のコンピ

ューターがセキュリティで保護されていない状態にならないよう、いずれかの手法を実装する方法につ

いては、Windows Intuneオンラインヘルプの「Windows Intune Endpoint Protectionまたは既存の

エンドポイント保護アプリケーションの使用」を参照してください。 

 

 

Windows Intuneで管理されているコンピューターは、Windows Intune関連の操作のために追加の

ネットワーク帯域幅を使用することを覚えておいてください。管理対象のコンピューターにWindows 

Intuneクライアントソフトウェアをインストールする前に、既存のネットワークトラフィックおよび

Windows Intuneの実装による増加を考慮する必要があります。Windows Intuneの帯域幅の計画に影

響を与える要因に関する情報、および包括的な展開計画のガイダンスについては、Windows Intuneオ

ンラインヘルプの「Windows Intuneクライアントの展開と登録のための計画」を参照してください。 

 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676580.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676580.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj676677.aspx
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次にWindows Intuneを使用するユーザーとグループを追加します。また、管理対象となるコンピュ

ーターとモバイルデバイスも追加します。 

 

 

Windows Intuneでは、「ユーザーグループ」と「デバイスグループ」の 2種類のグループを使用しま

す。ユーザーグループに対しては、ソフトウェアを公開してポータルサイトからのインストールを可能

にしたり、ユーザーに紐づくモバイルデバイス向けのセキュリティポリシーを適用したりできます。一

方、デバイスグループを使用すると、ソフトウェアおよび更新プログラムをコンピューターにプッシュ

で展開したり、デバイス単位で Endpoint Protectionの状況を監視したり、Windows Intuneエージェ

ントの設定ポリシーとWindowsファイアウォールの設定ポリシーを適用することができます。 

 

また、ユーザーにWindows Intuneポータルサイトへのアクセス権を付与して、ユーザーが ITヘル

プデスクの支援なしに一般的なタスクを実行できるようにすることも可能です。ユーザーがWindows 

Intune会社のポータルを使用して、Windows Intune管理環境に対して各自のデバイスの追加または削

除を行うこともできます。また、任意の利用可能なライセンスされたソフトウェアアプリケーションを

インストールすることも可能です。 

 

 なお、Windows Intune管理コンソールにユーザーとセキュリティグループが表示されるようにする

には、事前にWindows Intuneポータルサイトにユーザーおよびセキュリティグループを手動で追加す

るか、Active Directory同期を使用して、自動で追加しておく必要があります。 

 

 

Windows Intuneアカウントポータルにユーザーまたはセキュリティグループ、またはその両方を手

動で追加する手順は次のとおりです。 
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（1）Windows Intuneアカウントポータルを開きます。 

 

（2）ヘッダーで、［管理者］をクリックします。 

 

（3）左側のウィンドウの［管理］の下にある［ユーザー］をクリックします。 

 

（4）［ユーザー］ページの［新規］をクリックし、［ユーザー］をクリックします。 

 

（5）［詳細］ページでユーザーの情報を入力します。［追加の詳細］の横にある矢印をクリックして、役

職名や部門名などの任意のユーザー情報を追加して、［次へ］をクリックします。 

 

（6）［設定］ページで、ユーザーに管理者の役割を割り当てる場合は［はい］をクリックし、リストか

ら管理者の役割を選択します。 

 

（7）［ユーザーの所在地の設定］の下でユーザーまたはユーザーの勤務地を選択して、［次へ］をクリッ

クします。 

 

（8）［グループ］ページの［Windows Intuneユーザーグループ］の画面で、チェックボックスが選択

されていることを確認します。 

 

（9）［結果を電子メールで送信］ページで、［電子メールを送信する］をチェックして、自分自身および

選択した受信者宛てに、新しく作成したユーザーのユーザー名と一時的なパスワード（Windows 

Intuneはパスワードを自動的に作成します）を電子メールで送信します。電子メールアドレスは、セミ

コロン（;）で区切って入力し、［作成］をクリックすることで、最大で 5つの電子メールアドレスを入

力できます。 

 

（10）［結果］ページに新しいユーザー名と一時的なパスワードが表示されます。結果を確認して、［完

了］をクリックします。 

 

1つのファイルソースから複数のユーザーアカウントをWindows Intuneにインポートすることが

できます。ファイルはコンマ区切り値（CSV）ファイルで、指定された形式に従う必要があります。
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詳細については、Windows Intuneオンラインヘルプの「Windows Intuneでの一括インポートで複

数のユーザーを追加」を参照してください。 

 

手動でセキュリティグループをWindows Intuneアカウントポータルに追加する手順は次のとおりで

す。 

 

 

（1）Windows Intuneアカウントポータルを開きます。 

 

（2）ヘッダーで、［管理者］をクリックします。 

 

（3）左側のウィンドウの［管理］の下にある［セキュリティグループ］をクリックします。 

 

（4）［セキュリティグループ］ページで［新規］をクリックします。 

 

（5）［詳細］ページで、グループの表示名と説明を入力して、［保存］をクリックします。 

 

表示名には英数字またはスペースのみが利用可能です。 

 

（6）［メンバーの選択］ページで、［リストの種類］リストから、新しいセキュリティグループに追加す

るメンバーの種類として［ユーザー］または［グループ］（他のセキュリティグループ）を選択します。

選択されたリストの種類で使用できるメンバーが［使用できるメンバー］の下に表示されます。 

 

（7）追加する各メンバーの横にあるチェックボックスをオンにし、［追加］をクリックします。追加さ

れたメンバーが［選択したメンバー］リストに表示されます。 

 

（8）［選択したメンバー］リストからメンバーを削除するには、削除するメンバーの横にあるチェック

ボックスをオンにし、［削除］をクリックします。 

 

（9）メンバーリストの作業が完了したら、［保存して閉じる］をクリックします。 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj662708.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj662708.aspx
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Active Directory同期を使用して、ローカルの Active Directoryのユーザーとセキュリティグループ

をアカウントポータルに自動で追加することができます。これにより、管理者にとっては、アカウント

の二重管理による負荷が軽減され、ユーザーにとっては、組織の資格情報を使用して、Windows 

Intuneへシングルサインオンすることができるため、利便性が向上します。 

 

 Active Directory同期では、別途、インストールが必要なディレクトリ同期ツールを使用して、ロー

カルの Active DirectoryのアカウントとWindows Azure Active Directory（以後、Windows Azure 

AD）を定期的に同期します。ローカルの Active Directoryでアカウントの追加や削除をおこなうと、次

の同期のタイミングでWindows Azure ADに反映されます。同期は 3時間以内におこなわれ、強制的

に同期させることもできます。なお、Windows Azure ADでアカウントの追加や削除をおこなうことも

できますが、これはローカルの Active Directoryには反映されません。 

 

ディレクトリ同期プロセスの詳細については、Windows Intuneアカウントポータルの「Active 

Directory同期のセットアップと管理」を参照してください。 

 

ユーザーアカウントをセットアップしてアクティブ化したら、Windows Intune管理コンソール 

に戻り、ユーザーグループとデバイスグループの整理を計画する必要があります。 

 

 

サービスに追加したユーザーとデバイスを整理するために役立つグループを構成するプロセスを確認

します。次の手順は、最初のコンピューターグループのセットアップの進め方の一例です。組織のニー

ズに合わせてこの手順をカスタマイズできます。 

 

以下の例では、デバイスグループの作成を扱います。ユーザーグループの作成も手順は同じです。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールで［グループ］タブをクリックします。 

 

（2）［すべてのデバイス］グループには、常にシステムによって管理されるすべてのデバイスが含まれ

https://account.manage.microsoft.com/DirSync/DirectorySynchronization.aspx
https://account.manage.microsoft.com/DirSync/DirectorySynchronization.aspx


Windows Intune トライアル版 活用ガイド 

- 23 - 

ます。［グループに属していないデバイス］グループには、システム管理者によってまだグループに割り

当てられていないデバイスが含まれます。 

  

（3）右側の［タスク］パネルで［グループの作成］リンクをクリックします。 

 

（4）［グループ名］ボックスに、「東京」と入力します。 

 

（5）説明に「東京拠点の PC」と入力します。 

 

（6）デバイスグループを作る場合は、［親グループ］という見出しの下で、今回作成するグループの親

グループを選択し、［次へ］をクリックします。 

 

（7）［メンバーシップの基準の定義］ページにおいて、グループに含めるデバイスの種類、親グループ

を継承するか、どの組織単位（OU）をグループに含めるかといった設定を行い、［次へ］をクリックし

ます。 

 

（8）［ダイレクトメンバーシップの定義］ページにおいて、前ページで定義した基準の例外として直接

デバイスを追加したり、外したりすることができます。 

 

（9）［次へ］をクリックし、概要を確認します。 

 

（10）［完了］をクリックすると新たに［東京］のデバイスグループが［すべてのデバイス］配下に作成

されていることが確認できます。 

 

作成するすべてのグループに対して、この手順を繰り返し実行することで、組織の運用に適したグル

ープを作成します。次の図は、コンピューターを整理するために 3つのグループに分けた場合の例を示

しています。管理対象のユーザーおよびデバイスはどちらも、複数のグループのメンバーにすることが

できます。このように整理することで、グループを非常に柔軟に利用することができます。 
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●図 11● グループ化の例 

 

図の部門別の例のグループ名に振られている数字は、単にリスト内でグループの順番を整理するた

めに使用されています。グループは既定で、英数字順に表示されます。 

 

これらのグループは、ドメインで使用する Active Directoryドメインサービス（ADDS）のグループ

に基づくことができますが、Windows Intuneのグループが ADDSに再度レプリケートされることはあ

りません。これらのグループはWindows Intuneエージェントにのみ適用されるため、ADDSグループ

との競合を気にすることなく、組織のニーズに合わせて自由に変更できます。 

 

 

 Windows Intuneにコンピューターを登録するには、次の 3つの方法があります。 

 

管理者による登録 

Windows Intune 管理者がコンピューターを使用するユーザーに代わ

ってコンピューターの登録とユーザーとデバイスの関連付けをおこな

います。 

ユーザーによる登録 

コンピューターを使用するユーザーがWindows Intuneポータルサイ

トを使用して自分自身でコンピューターを登録します（ユーザーとデバ

スの関連付けは自動的におこなわれます）。 

展開イメージへの組み込み 
Windows Intune 管理者がオペレーティングシステム展開イメージに

Windows Intune サービスを組み込みます。管理者がコンピューター
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を使用するユーザーに代わってユーザーとデバイスの関連付けをおこ

ないます。 

 

 

Windows Intuneを使用してコンピューターを管理する前に、コンピューターにWindows Intuneク

ライアントソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。このコンピューター

は、物理コンピューターでも仮想マシンでもかまいません。 

 

Windows Intuneクライアントソフトウェアには、一意のアカウント識別子が含まれています。未

承認または悪意のあるユーザーがクライアントソフトウェアにアクセスした場合、それらのユーザー

が、埋め込みの証明書によって表されるアカウントにコンピューターを追加することが可能です。未

承認のアクセスを防ぐために、次のベストプラクティスを採用することをお勧めします。 

 

・パッケージをダウンロードした後、それをセキュリティで保護された場所に保管します。 

・クライアントソフトウェアを展開するときに、必要なユーザーにのみ読み取り専用のアクセス権を

提供する、セキュリティで保護された共有の場所にパッケージを配置します。Everyoneグループの

あらゆるアクセス許可を削除します。 

・IPsecまたは同様のセキュリティテクノロジを使用して、共有の場所とターゲットとなるクライア

ントの両方を含むネットワークを保護します。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールを開きます。 

 

（2）ワークスペースのショートカットウィンドウの［管理］アイコンをクリックします。 

 

（3）ナビゲーションウィンドウで、［クライアントソフトウェアのダウンロード］をクリックします。 

 

（4）画面中央の［クライアントソフトウェアのダウンロード］をクリックします。クライアントソフト

ウェアは、zip形式の圧縮フォルダー（Windows_Intune_Setup.zip）に収められています。圧縮フォ
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ルダーの操作の選択を要求するメッセージが表示されたら、［保存］をクリックして、そのフォルダーを

セキュリティで保護された場所に保存します。 

 

ダウンロードした圧縮フォルダーに含まれるWindows Intune.accountcert（ACCOUNTCERT）フ

ァイルの名前を変更したり、移動したりしないでください。これらの操作を実行すると、クライアン

トソフトウェアのインストールが失敗します。 

 

（6）ダウンロードが完了したら［フォルダーを開く］をクリックして、次の手順に従います。 

 

Windows Intuneサービスに追加するコンピューターごとに、次の手順を繰り返します。 

 

Windows Intune クライアントソフトウェアは、1、2 カ月ほどの間隔でバージョンアップがおこ

なわれます。そのため、クライアントソフトウェアをインストールする際は、インストールパッケー

ジのファイルのバージョンが最新であることを確認した上で、各デバイスへ展開してください。 

 

 

（1）インストールパッケージを保存したフォルダーを開きます。 

 

（2）Windows_Intune_Setup.zip圧縮フォルダーを右クリックし、［すべて展開］をクリックします。 

 

（3）［展開先の選択とファイルの展開］ダイアログボックスで、Windows Intuneセットアップファイ

ルの展開先となるセキュリティで保護された場所を選択し、［展開］をクリックします。展開が完了する

と、次の図に示すように、指定した展開先のフォルダー内のファイルを表示する新しいウィンドウが開

きます。 
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●図 12●Windows Intuneセットアップファイル 

 

クライアントソフトウェアの EXEファイルをネットワーク共有やリムーバブルディスクにコピーし

たり、電子ソフトウェア展開（ESD）システムを使用して展開したりすることもできます。ただし、

EXEファイルの実行時に ACCOUNTCERTファイルも要求されるため、これらのファイルを同じ場所

に保存することが重要です。 

 

（4）標準的なインストールを行う場合は、ローカルの Administratorsグループのメンバーアカウント

を使用してインストール先のコンピューターにログオンし、Windows_Intune_Setup.exeファイルを

ダブルクリックして、セットアップウィザードの手順に従ってインストールを完了します。 

 

（5）インストールが完了したら、コンピューターを再起動します。EndpointProtectionエージェント

と更新エージェントのインストールを完了し、必要な EndpointProtectionの定義や他のエージェントの

更新プログラムをダウンロードするには、コンピューターを再起動する必要があります。 

 

数分後、管理対象のコンピューターがWindows Intune管理コンソールに表示されますが、エージェ

ントのインストールが完了し、すべてのインベントリおよび状態の更新が報告されるまでに、最大で 30

分程度かかる場合もあります。 

 

 

ユーザーがコンピューターを自分自身で登録するには、まず次のアドレスからWindows Intune会社

のポータルへアクセスして、各自のWindows IntuneユーザーIDでサインインする必要があります。 
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https://portal.manage.microsoft.com 

 

ユーザーは、Windows Intune会社のポータルの画面上の［デバイスの追加］ボタンをクリックし

て、クライアントソフトウェアをダウンロードし、実行します。 

 

 

●図 13●デバイスの追加 

 

Windows Intune（2013年 10月機能更新）では、会社のポータルサイトに、［デバイスの追加］

が表示されない場合があります。その場合は、6.3.1「管理者による登録」に従い、クライアントソフ

トウェアをダウンロードし、ユーザーからアクセス可能な場所にクライアントソフトウェアを配置し

てください。 

 

 

標準のエージェントのインストールプロセスを完了すると、インターネット接続を使用して、

Windows Intuneにコンピューターが登録されます。そのため、展開イメージにエージェントをインス

トールすると、複数のコンピューターを展開した際、Windows Intuneでコンピューターアカウントの

重複が生じてしまいます。この問題を解決するにはWindows_Intune_Setup.exeの Prepare Enrollコ

マンドライン引数を使用して、後でコンピューターの登録するタスクをスケジュールする必要がありま

す。このようなインストールを完了する方法については、Windows Intuneオンラインヘルプの「シス

テム イメージを使用したWindows Intuneクライアント ソフトウェアのインストール」を参照してく

https://portal.manage.microsoft.com/
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj662689.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/jj662689.aspx
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ださい。 

 

 

Windows Intuneでは、Windows RT、Windows Phone 8、iOS、Androidのデバイスをモバイルデ

バイスとして登録し、管理します。なお、モバイルデバイスを登録する前に、モバイルデバイス管理機

能の有効化と管理対象のモバイルデバイスを準備する必要があります。 

 

 

Windows Intune を使用し、Windows Intune 単体での管理、Exchange ActiveSync 経由での管

理、または、SCCM と連携した管理ができます。Windows Intuneでモバイル デバイスを管理を開始

するにはモバイル デバイス管理機能（Mobile Device Management 以下よりMDM）を有効にする必

要があります。 

 

System Center 2012 Configuration Managerを使用してモバイルデバイスを管理する場合は、こ

の手順を中断し、代わりに Configuration Manager管理コンソールからMDMの準備を完了する必要

があります。このプロセスの詳細については、「System Center2012 Configuration Managerの概

要」を参照してください。 

 

Windows Intuneのモバイルデバイス管理機能を有効にするには、次の手順を実行します。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールにフルアクセスを持つサービス管理者としてサインインします。 

 

（2）［管理］ワークスペースをクリックします。 

 

（3）［モバイルデバイス管理］メニューオプションをクリックし、［モバイルデバイス管理機関の設定］

を選択します。 

 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/gg682144.aspx
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●図 14●モバイルデバイス管理機関の設定 

 

（4）［MDM機関の設定］ウィンドウで、［はい］を選択します。 

  

モバイル デバイスの管理に Windows Intune のみを使用するか、System Center 2012 

Configuration Manager と Windows Intune の統合を使用するかについて、慎重に検討します。 

モバイル デバイス管理機関をこれらのいずれかのオプションに設定した後は、弊社にお問い合わせい

ただいても変更はできません。変更においては Windows Intune テナントの再契約が必要になりま

す。 

 

Windows Intune管理コンソールでモバイルデバイス管理機能を有効化したら、管理対象の

Windows RTおよびWindows Phone 8デバイス、iOSデバイス、Androidデバイスの登録を開始でき

ます。 

 

 

 Windows RTデバイスはコンピューターではなく、モバイルデバイスとして登録します。なお、使用

するアカウントがマイクロソフトアカウントか独自のドメインアカウントによって、登録の手順が異な

ります。 
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 「XXX@XXX.onmicrosoft.com」などのマイクロソフトアカウントを使用して、Windows RTデバイ

スをWindows Intuneへ登録する場合、ユーザーが各自のデバイスで次の手順を実行する必要がありま

す。 

 

 

（1）スタート画面で「regedit」と入力し、［レジストリエディター］を起動します。 

 

（2）［レジストリエディター］を展開し、次のパスまで移動します。なお、［MDM］キーが存在しない

場合、キーを新規に作成します。 

 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\CurrentVersion\MDM 

 

（3）［MDM］キー配下に、値として［文字列値（REG_SZ）］の「DiscoveryService」を新規作成し、

値のデータとして「manage.microsoft.com」を設定します。 

 

 

●図 15●DiscoveryServiceの追加 

 

（4）設定チャームを表示して、［PC設定の変更］をクリックし、［ネットワーク］の［社内ネットワー

ク］を選択します。［ユーザーIDを入力して社内ネットワークのアクセスを取得するか、デバイス管理

を有効にしてください］に<Windows Intuneのユーザー名>を入力したら、［デバイスの管理をオンに

すると、 IT 管理者がアプリやサービスをセットアップできるようになります］の［オン］をクリック

します。 
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●図 16●デバイス管理の有効化 

 

（5）［IT管理者によるアプリやサービスの管理を許可する］で［同意する］にチェックし、［オンにす

る］ボタンをクリックします。 

 

 

●図 17●IT管理者によるアプリやサービスの管理の許可の同意 

 

 「XXX@contoso.com」などの独自のドメインアカウントを使用して、Windows RTデバイスを

Windows Intuneへ登録する場合、管理者が登録サーバーのアドレスのセットアップとWindows 

Intune管理コンソールでの手順の実行が必要です。 

 

 

 独自のドメインアカウントでデバイスを登録する際、Windows RTとWindows Phone 8の各デバイ

スは、ドメインネームサービス（DNS）サーバーにより自動検出された登録サーバーへアクセスしま

す。そのため、「contoso.com」などの独自のドメイン名アカウントをWindows Intuneで使用してい

る場合、DNSサーバーに次の登録サーバーの CNAMEレコードを作成しておく必要があります

（「xxxx.onmicrosoft.com」などのマイクロソフトアカウントを使用している場合は不要です）。 
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・エイリアス名: enterpriseenrollment.<独自のドメイン名> 

・FQDN: enterpriseenrollment.manage.microsoft.com 

 

CNAMEレコードの登録方法は、パブリック DNSサービスにより異なるため、サービス提供者へお

問い合わせください。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールで［管理］、［モバイルデバイスの管理］の［Windows］の順に

クリックします。 

 

（2）［検証済みドメイン名（例:contoso.com）の設定］に<独自のドメイン名>を入力して、［自動検出

のテスト］ボタンをクリックします。 

 

 

●図 18● 検証済みドメイン名の設定 

 

（3）［テスト成功］のメッセージが表示されることを確認します。 

 

 

●図 19●テスト成功 
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DNSの設定変更が反映されるまで、最大 72時間が掛かることがあります。 

 

 ［検証済みドメインの設定］のテストの完了後、ユーザーは自身のデバイスで［マイクロソフトアカ

ウントでWindows RTデバイスを登録するには］の手順(4)以降と同じ操作をおこない、Windows RT

デバイスを登録します。 

 

これで、Windows IntuneでWindows RTデバイスが管理されます。認証されたユーザーは、

Windowsストア版の会社のポータルを使用し、会社のアプリケーションにアクセスしたり、各自のデバ

イスを管理したりできるようになります。 

 

 

Windows Phone 8デバイスを管理するには、まず組織のアプリケーションに必要な「コード署名証

明書」を用意する必要があります。次に、その証明書を使用して、Windows Phone 8ポータルサイト

アプリケーションに署名し、それをWindows Intuneサービスにアップロードして、デバイスの登録時

に展開できるようにします。次の表は、このプロセスを完了するために必要な手順を示しています。 

 

手順 1 :  

Windows Phoneデベロッパ

ーセンターアカウントとエン

タープライズモバイルコード

署名証明書の取得 

Windows Phone Dev Centerに移動し、会社の「発行者 ID」を取得

します。発行者 IDを使用して、エンタープライズモバイル用コード署

名証明書を購入します。通常、これらの手順は、組織に対して一度だけ

実行する必要があり、組織が開発しているアプリケーションの開発者が

使用します。 

手順 2 :  

LOBアプリケーションの署名 

Windows Phone 8 SDK（https://dev.windowsphone.com/ja-JP）

から署名ツールをダウンロードします。アプリケーションをエンドユー

ザーに展開するには、ターゲットのWindows Phone 8デバイスが信

頼している証明機関によって署名される必要があります。署名ツールア

プリケーションを使用して、組織のエンタープライズモバイル用コード

署名証明書でアプリケーションに署名します。 

手順 3 :  

Windows Phone 8ポータル

サイトアプリケーションの署

名 

Windows Phone 8 ポータルサイトアプリケーションをダウンロード

し、署名ツールを使用して、エンタープライズモバイル用コード署名証

明書でポータルサイトアプリケーションに署名します。 
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手順 4 :  

署名済みのWindows Phone 

8 ポータルサイトアプリケー

ションをアップロードして展

開 

Windows Intune 管理コンソールから、署名済みのポータルサイトア

プリケーションのファイルをアップロードし、すべてのユーザーに展開

します。 

 

署名済みのポータルサイトアプリケーションをアップロードすると、ユーザーがデバイスを登録する

際に、ポータルサイトアプリケーションが自動的にデバイスにダウンロードされるようになります。 

 

 

Windows Phone 8デバイスを登録するには、ユーザーが次の手順を実行する必要があります。 

 

 

（1）Windows Phone 8デバイスから登録を開始するには、次の図に示すように、システム設定に移動

して、［業務用アプリ（company apps）］を選択します。 

 

 

●図 20●［業務用アプリ］の設定 

 

（2）ユーザーは、登録プロセスで会社の資格情報の入力を求められます。管理コンソールで自動登録

DNSエントリが指定されていなかった場合、ユーザーは登録を完了するために登録サーバーのアドレス
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を入力する必要があります。認証に成功すると、ユーザー、Windows Phone 8デバイス、および

Windows Intuneサービス間の関係が確立されます。次に、Windows Intuneサービスによる認証用に

証明書がデバイスにインストールされます。 

 

（3）ユーザーは、［業務用アプリまたはハブをインストールする（Install company app or Hub）］チ

ェックボックスをオンにして、各自のデバイスの管理を有効にする必要があります。このチェックボッ

クスをオンにしないと、ユーザーはポータルサイトアプリケーションをダウンロードできません。 

 

 

●図 21●ポータルサイトのインストールの有効化 

 

（4）ポータルサイトアプリケーションがデバイスにインストールされ、Windows Intuneでインベント

リを収集し、管理設定を適用することが可能になります。これで、ユーザーは、Windows Phone 8ポ

ータルサイトアプリケーションを使用して、LOBアプリケーションにアクセスできるようになりまし

た。 

 

 

iOSデバイスのモバイルデバイス管理機能を有効にするには、「Apple Push Notification Service

（APNs）証明書」を取得して、その証明書をWindows Intuneで使用可能にする必要があります。次

の表は、このセットアッププロセスを完了するために必要な手順の詳細を示しています。 

 

手順 1 :  Windows Intune管理コンソールから、APNs証明書要求ファイル
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APNs 証明書の要求のダウン

ロード 

（CSRファイル）をダウンロードし、ローカルコンピューターに保存

します。 

手順 2 :  

APNs証明書の取得 

Windows Intune 管理コンソールから［Apple Push Certificates 

Portal］へアクセスし、APNs証明書要求ファイルを使用して APNs証

明書ファイル（MDM_Microsoft Corporation_Certificate.pemファイ

ル）を作成します。引き続き、個人ではなく会社の電子メールアカウン

トに関連付けられた会社の AppleID を使用します。APNs 証明書ファ

イルをローカルに保存します 

手順 3 :  

APNs証明書のアップロード 

Windows Intune管理コンソールから、Windows Intuneアカウント

に APNs証明書ファイルをアップロードします。 

 

会社の AppleIDは、outlook.jpなど自由なメールアドレスで作成することができます。また、

AppleIDは APNs証明書の取得のために、管理者が使用します。そのため、ユーザーやデバイスの

AppleIDとは関係はありません。 

 

 

iOSデバイスを登録するには、ユーザーが次の手順を実行する必要があります。 

 

 

（1）iOSデバイスのWebブラウザーからWindows IntuneポータルサイトのWebサイト

（https://m.manage.microsoft.com）を直接参照することも、ユーザーにポータルサイトへのリンク

と各自のユーザーIDの詳細を含む招待状を電子メールで送信することもできます。 

 

（2）Windows Intuneユーザー資格情報を入力すると、登録プロセスが開始されます。 

 

（3）会社の管理プロファイルのインストールを求めるプロンプトに同意します。 

 

（4）認証に成功すると、ユーザー、iOSデバイス、およびWindows Intuneサービス間の関係が確立

されます。 
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（5）Windows Intuneでインベントリが収集され、管理設定が適用されます。 

 

（6）App Storeより、［Windows Intuneポータルサイト］をインストールします。インストールが成

功すると、ホーム画面に［ポータル］が追加されます。これでユーザーは［ポータル］から LOBアプリ

ケーションにアクセスできるようになりました。 

 

 

Androidデバイスには事前の準備は必要ありません。すぐに Androidデバイスを登録することができ

ます。Androidデバイスを登録するには、ユーザーが次の手順を実行する必要があります。 

 

 

（1）Androidデバイスにて、［Google Play Store］を開き、「Windws Intuneポータルサイト」を検

索します。  

 

（2）［Windws Intuneポータルサイト］アプリケーションをダウンロード、インストールします。  

 

（3）［Windws Intuneポータルサイト］アプリケーションを開き、［このデバイスの追加］ボタンをク

リックし、Microsoft Online Services ID を入力します。 その後、デバイスが追加されます。 

 

（4）デバイスの追加が完了すると、ユーザーは［Windws Intuneポータルサイト］アプリケーション

上にて、 使用可能なアプリケーションを参照することができます。 また、管理者は、登録されたデバ

イスをWindows Intune 管理コンソールの［すべてのデバイス］、 ［すべてのモバイル デバイス］に

て確認することができます。 
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Windows Intuneでは、.exeおよび.msiアプリケーションを、Windows Intuneで管理している

Windows PCに直接展開できます。具体的には管理コンソールを使用して、これらのアプリケーション

をデバイスグループに展開します。 

 

さらに、Windows（.appx）、Windows Phone（.xap）、Android（.apk）、iOS（.ipa）の各アプリケ

ーションパッケージ、Webアプリケーション、およびパブリックストアアプリケーションを（ディープ

リンクを通じて）ユーザーに提供し、ユーザーがWindows Intuneポータルサイトからインストールで

きるようにすることが可能です。これらのアプリケーションは、ユーザーグループに展開されるため、

ユーザーはポータルサイトアプリケーション（Company portalアプリケーション）またはWebサイト

から必要なアプリケーションを選択できます。次の表は、各プラットフォームがポータルサイトにアク

セスする方法を示しています。 

 

 Windows 8 
Windows 

RT 

Windows 

7,Vista,XP 

Windows 

Phone 8 
iOS Android 

ポータルサ

イトアプリ

ケーション 

○ ○ × ○ × × 

Web ペー

ジ 
○ ※ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 

※ ポータルサイトアプリケーションを通じてアプリケーションインストールが提供されています。 

 

 

Windows Intuneを使用してモバイルデバイスにアプリケーションを展開するには、次の 2つの方法

があります。 

 

外部リンク 

いずれかのストアにあるアプリケーションへのリンクアドレスをすべ

てのデバイスに提供できます。Windows Store、Windows Phone 

Store、アプリケーションストア、および Google Playへのリンクを

セットアップするには、管理コンソールを使用します。また、このリ
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ンクは、デバイス自体のWebブラウザーを通じてデバイス上で実行さ

れるWebベースのアプリケーションへのリンクとすることも可能で

す。 

ソフトウェアインストーラー 

署名済みのアプリケーションパッケージを提供することができます。

管理者は、そのパッケージをWindows Intuneサービスに直接アップ

ロードしてから、管理対象デバイスに「サイドローディング」しま

す。アプリケーションのサイドローディングを行うことで、パブリッ

クアプリケーションストアを通さずに、アプリケーションをデバイス

に直接配布できます。 

 

次の表は、Windows Intuneのサイドローディング先とすることが可能なモバイルデバイスのプラッ

トフォームと、そのプラットフォームに必要なソフトウェアファイルの種類を示しています 

 

Windows RT .appxおよび .appxbundleファイル 

Windows Phone 8 .xapファイル 

iOS .ipaおよび.plistマニフェストファイル 

Android .apkファイル 

 

これらのデバイスにアプリケーションを公開するには、署名済みアプリケーションをインストールす

るために必要な証明書とキーが用意できていることを確認する必要があります。次のセクションでは、

サポート対象のデバイスプラットフォームごとにアプリケーションの公開機能を有効化するための手順

について説明します。 

 

 

 Windowsストアアプリは、Windows ストアからのみ入手ができます。ただし、社内専用の

Windowsストアアプリを開発し、「サイドローディング」と呼ばれる方法で、コンピューターへ追加す

ることもできます。 

 

 ドメインに参加しているコンピューターでは、グループポリシーを構成して、サイドローディングを

有効化することができます。ドメインに参加していない PCでは、サイドローディングキーが必要となり

ます。Window RTデバイスもサイドローディングキーが必要です。 

 



Windows Intune トライアル版 活用ガイド 

- 41 - 

マイクロソフトからこのサイドローディングキーを取得するには、ボリュームライセンスサービスセ

ンター（VLSC）にサインインする必要があります。次の表は、その手順の概要とそれぞれの手順の詳細

を示しています。 

 

手順 1 :  

サイドローディングキーの取

得とアップロード 

サイドローディングを行う LOBアプリケーションをWindows 8デバ

イスにインストールする前に、ライセンスを購入し、VLSCからサイ

ドローディングキーを取得してアクティブ化する必要があります。サ

イドローディング製品アクティベーションキーの詳細については、「マ

イクロソフトボリュームライセンス」を参照してください。次に、

Windows Intune管理コンソールからサイドローディングキーをアッ

プロードします。 

手順 2 :  

コード署名証明書のアップロ

ード 

会社の証明機関からの証明書がある場合、Windows Intune管理コン

ソールで［コード署名証明書の変更］オプションを使用して、対象の

LOBアプリケーションに使用する「コード署名証明書」を指定できま

す。すべての LOBアプリケーションがコード署名されている必要があ

りますが、信頼された証明書チェーンの一部である公開キーがある場

合は、ここでさらにコード署名証明書を追加する必要はありません。

この構成変更が必要になるのは、公共の証明機関ではない、検証でき

ない証明書によってアプリケーションに署名する場合のみです。 

手順 3 : 

LOBアプリケーションのアッ

プロードと公開 

Windows Intune管理コンソールから署名済みの LOBアプリケーシ

ョンをアップロードして、ターゲットユーザーに展開します。 

 

マイクロソフト ボリューム ライセンス （サイドローディングキー）に関しては、マイクロソフト 

ボリューム ライセンス コールセンターまでお問い合わせください。 

 

マイクロソフト ボリューム ライセンス コールセンター(VLCC) 

https://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/contact-us.aspx 

電話番号： 0120-737-565 （選択番号 1） 

営業時間 : 9:00 - 17:30（土日祝日、弊社指定休業日を除く） 

 

これで、管理対象のWindows RTデバイスのユーザーは、公開された LOBアプリケーションを各自

https://www.microsoft.com/Licensing/servicecenter/default.aspx
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/activation/existing-customers/product-activation.aspx
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/activation/existing-customers/product-activation.aspx
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のデバイスにインストールすることができます。Windows 8 PCでこれらの LOBアプリケーションのサ

イドローディングを行えるようにするには、TechNetページの「Windows 8のサイドローディングの要

件」を参照してください。 

 

 

モバイルデバイスへのWindows Phone 8アプリケーションのサイドローディングを有効にするに

は、前述のWindows Phone 8デバイスの登録の準備で取得したエンタープライズモバイル用コード署

名証明書を使用して開発者がアプリケーションに署名することを確認するだけで済みます。次の表は、

このプロセスを完了するために必要な手順を示しています。 

 

手順 1 :  

LOBアプリケーションの署名 

Windows Phone 8 SDKの署名ツールアプリケーションを使用して、

組織のエンタープライズモバイル用コード署名証明書でアプリケーシ

ョンに署名します。 

手順 2 :  

LOBアプリケーションのアッ

プロードと公開 

Windows Intune管理コンソールから署名済みの LOBアプリケーシ

ョンをアップロードして、ターゲットユーザーに展開します。 

 

 

iOSデバイスのモバイルデバイス管理機能を有効にするには、Apple Push Notification Service

（APNs）証明書を取得して、その証明書をWindows Intuneで使用可能にする必要があります。加え

て、すべての LOBアプリケーションが、有効な iOS Developer Enterprise Programの証明書によって

署名されることによって、iOSデバイスでそのアプリケーションが受け入れられるようにする必要があ

ります。次の表は、このセットアッププロセスを完了するために必要な手順の詳細を示しています。 

 

手順 1 :  

iOS Developer Enterprise 

Programへの参加 

Windows Intuneを使用してインストールする独自の社内 iOSアプリ

ケーションを開発する場合、iOS Developer Enterprise Programの

メンバーシップを購入する必要があります。なお、登録には

Dun&Bradstreet（D-U-N-S）番号が必要です。LOBアプリケーショ

ンの作成を外部開発者に委託している場合は、外部開発者が有効な

iOS Developer Enterprise Programの証明書を使用してアプリケー

ションに署名できることを確認する必要があります。 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh852635.aspx#SideloadingRequirements
http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh852635.aspx#SideloadingRequirements
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手順 2 :  

iOS デバイスに展開するすべ

てのアプリケーションの署名 

管理者または iOS開発者は、同じ証明書を使用して iOSデバイスに展

開するすべてのアプリケーションに署名する必要があります。 

手順 3 :  

LOBアプリケーションのアッ

プロードと公開 

これで、Windows Intune管理コンソールを使用してアプリケーショ

ンをアップロードできます。次に、ManageDeploymentウィザード

を使用して、アプリケーションを必要なユーザーに展開できます。 

 

 

Androidアプリケーションのセットアップには証明書などの特別な準備は必要ありません。Android

アプリケーション（.apk）ファイルを用意した上で、［ソフトウェア］ワークスペースから［ソフトウェ

アの追加］をクリックして、Androidアプリケーションファイルをアップロードします。なお、要件と

して Androidのバージョンを指定することも可能です。 

 

 

●図 22● Androidソフトウェアの追加 

 

 Androidアプリケーションファイルをアップロードした後、［ソフトウェア］ワークスペースの［展開

の管理］より任意のデバイスに Androidソフトウェアを展開することができます。 
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次のトピックでは、ユーザーおよび管理者双方のサービスエクスペリエンスを最適化するために、

Windows Intune環境を構成する方法について確認します。 

 

 

前述の手順で作成したグループを使用して、Windows Intuneポリシーとマイクロソフトの更新プロ

グラムの両方を展開することができます。Windows Intuneで管理されるすべての更新プログラムを自

分で詳細に管理したい場合には、［更新プログラム］ワークスペースの［承諾］または［拒否］オプショ

ンを使用することができます。ただし、重要な更新プログラムやセキュリティ更新プログラムをできる

だけ迅速に管理対象のコンピューターにインストールしたい場合には、Windows Intuneの自動承認規

則を使用することができます。自動承認規則を設定し、選択した分類に従って更新プログラムの承認プ

ロセスを自動化するには、次の手順を実行します。 

 

 

（1）Windows Intune管理コンソールで、［管理］、［更新プログラム］の順にクリックします。 

 

（2）必要に応じてページの下部までスクロールして［自動承認規則］の［新規作成］をクリックしま

す。 

 

（3）「既定の承認規則」など、適切な規則名を入力して、［次へ］をクリックします。 

 

（4）［すべてのカテゴリ］など適切な適用対象のオプションをオンにして、［次へ］をクリックします。 

 

（5）自動承認の対象とする更新プログラムの分類を選択します。次の図に示したカテゴリを自動承認の

対象として選択することをお勧めします。これらのカテゴリを使用すると、管理対象のコンピューター

が新たな脅威や脆弱性から、より強力に保護されます。 
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●図 23●承認規則の分類 

 

（6）自動化する分類をすべて選択したら、［次へ］をクリックします。 

 

（7）この規則を展開するグループを選択します。たとえば、管理対象のコンピューターすべてにこの規

則を展開する場合、［すべてのコンピューター］グループを選択します。 

 

（8）［完了］をクリックします。 

 

（9）［選択項目の実行］をクリックすると、この規則によって選択したカテゴリと分類の既存の更新プ

ログラムがすべて評価され、管理対象のコンピューターが次回チェックインした際（既定では 8時間ご

と）に利用できるようになります。また、ここで［保存］をクリックすると、規則は今後リリースされ

る更新プログラムにのみ適用されます。 

 

管理対象のコンピューターでサービスに再度チェックインすると、すべての重要な更新プログラムや

セキュリティ更新プログラムが利用可能になった時点で、直ちに適用するよう求められます。なお、［更

新プログラム］ワークスペースでは、承認済みとなった特定の更新プログラムで［拒否］オプションを

使用し、そのすべての承認を削除して、更新プログラムのインストールを中止することもできます。 

 

自動承認規則を使用してもステータスが承認済みにならない更新プログラムが一部あります。これ

らの更新プログラムについては、管理者が手動で使用許諾書の同意をおこなう必要があります。 
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Windows Intuneでは、管理対象コンピューターに対するアラートを追跡するため、［アラート］ワー

クスペースのアラートを監視したり、アラートを指定した電子メールアドレスへ直接送信したりするこ

とができます。 

 

アラート通知を構成するには、Windows Intune管理コンソールで［管理］ワークスペースタブをク

リックします。 

 

 

（1）［アラートと通知］をクリックします。 

 

（2）次に［受信者］をクリックし、［追加］オプションをクリックします。 

 

 

●図 24●受信者の追加 

 

（3）電子メールのエイリアスを必要な数だけ追加します。 

 

アラートの受信者に設定されても、Windows Intune管理コンソールへのアクセスが許可されるわ

けではありません。これらの受信者がコンソールにサインインできるようにするには、その受信者を

管理者として追加する必要があります。 
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（4）次に［通知規則］を選択し、電子メールを送信するアラートの規則を選択します。 

 

Windows Intune（2013年 10月機能更新）では、通知規則の名前が文字化けします。暫定の対処

方法については、「通知規則名の文字化けへの暫定対処策」を参照してください。 

 

（5）［受信者］オプションをクリックします。 

 

（6）これらのアラートを電子メールで受信する、電子メール受信者を選択します。 

 

 

●図 25●通知規則の選択 

 

［リモートアシスタンス要求］の通知をセットアップすることをお勧めします。通常、これらの要求

には即座の応答が必要なためです。 

 

通知機能を使用し、Windows Intuneの大きな機能変更に関するお知らせをメールで受信すること

ができます。詳細については、「【重要】Windows Intune からの通知をメールで受信する方法」を参

照してください。 

 

 

レポートを作成すると、特定のアプリケーションや更新プログラムがインストールされたコンピュー

http://blogs.technet.com/b/jpintune/archive/2014/01/09/3620132.aspx
http://blogs.technet.com/b/jpintune/archive/2014/01/31/notification.aspx
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ターの数、ブロックされたマルウェアの種類、先月にリモートアシスタンスが必要だったユーザーの数

など、さまざまな情報を確認することができます。Windows Intuneには、すぐに使用できるレポート

テンプレートのセットが用意されています。また、レポートテンプレートをカスタマイズしてレポート

を作成することもできます。 

 

これらのレポートは印刷することも、HTML形式またはコンマ区切り値（CSV）ファイルとしてエク

スポートすることもできます。エクスポート機能によってWindows Intuneからデータをエクスポート

し、そのデータを分析に使用するプログラムにインポートすることが可能です。たとえば、データを

Microsoft Excelにインポートし、経営陣によるプレゼンテーションで使用する表やグラフを作成でき

ます。 

 

 

ここでは、更新プログラムのインストールを保留しているすべてのコンピューターを特定するための

Windows Updateの更新レポートを作成する手順について説明します。 

 

（1）［レポート］ワークスペースタブをクリックします。 

 

（2）［更新レポート］をクリックします。 

 

（3）次の図のようにレポートの設定をカスタマイズします。 

 

 

●図 26●更新レポートの作成 
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（4）［レポートの表示］をクリックします。 

 

これにより、次の図のようなレポートが生成されます。この情報を使用して、まだ更新プログラムを

適用していないコンピューターを特定したり、更新プログラムのトラブルシューティングのプロセスを

開始したりすることができます。 

 

 

●図 27●更新レポートの表示 

 

 

 Windows Intuneに登録したコンピューターとモバイルデバイスを管理対象から除外するには、

Windows Intune管理コンソールの［グループ］から、それらのデバイスを削除する必要があります。 

 

 

（1）Windwos Intune管理コンソールを開きます。 

 

（2）ワークスペースのショートカットウィンドウの［グループ］、［すべてのデバイス］の［すべてのコ

ンピューター］の順にクリックします。 

 

（3）ヘッダーで、［デバイス］をクリックします。 
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（4）右側ウィンドウの削除したいデバイスで右クリックし、［インベントリからの削除/ワイプ］をクリ

ックします。 

 

 

●図 28●インベントリからの削除/ワイプ 

 

（5）［選択したデバイスをインベントリから削除して会社のコンテンツをワイプしますか？］が表示さ

れたら、［はい］をクリックします。 

 

 

●図 29●デバイスをインベントリから削除 

 

 コンピューターを削除した場合、自動的にWindows Intuneエージェントがアンインストールされま

する。1時間経っても、Windows Intuneエージェントがアンインストールされない場合、コマンドラ

インプログラムやスクリプトからアンインストールをおこないます。コマンドラインプログラムとスク

リプトからアンインストールする方法にはついては「Windows Intune アンインストール方法につい

て」を参照してください。 

 

http://blogs.technet.com/b/jpintune/archive/2013/04/03/windows-intune.aspx
http://blogs.technet.com/b/jpintune/archive/2013/04/03/windows-intune.aspx
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モバイルデバイスの場合、モバイルデバイスの会社のポータルアプリから削除をおこなうこともで

きます。ただし、削除登録には、最大 1ヶ月掛かることがあります。 
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Windows Intuneは、あらゆる規模の企業が世界各地でパーソナルコンピューターやモバイルデバイ

スの管理およびセキュリティ保護を行うのに役立つ、クラウドベースの統合管理サービスを提供しま

す。この最新のソリューションにより、Windows 8、Windows RT、Windows クラウドサービスを使

用するWindows Phone 8、および Apple、 iOSの各デバイスに、クライアントサポートが拡張されま

す。Windows Intuneを使用すると、「個人所有デバイスの業務利用（Bring Your Own Device）」をサ

ポートすることができます。これにより、社員が場所に関係なく自分のコンピューターやモバイルデバ

イスを管理しながら、各自の業務に集中できるようになります。 

 

このガイドでは、Windows Intuneクラウドサービスのトライアル期間においてコンピューターのセ

ットアップと管理を行うための主な作業のいくつかについて説明しました。ぜひこのトライアル版をご

活用ください。 

 

Windows Intuneの 30日間の無料トライアルを始めるには、次の URLへアクセスしてください。 

 

Windows Intune 30日間無料トライアルの入手 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/Windowsintune/try.aspx 

 

また、ご契約や請求書関連手続きについては、次の Microsoft Online Service カスタマー サポート

窓口へご相談ください。 

 

Microsoft Online Service カスタマー サポート窓口 

https://support.microsoftonline.com/default.aspx?productkey=intunesupp 

営業時間：月 - 金 9:00 - 18:00 （Web / 電話とも） 

電話番号：0120-996-680 （フリーダイヤル） 

※［選択なしで日本語での対応が開始されます］- ［2 ご契約関連］ 

 

  

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/Windowsintune/try.aspx
https://support.microsoftonline.com/default.aspx?productkey=intunesupp
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Windows Intune 機能に関する技術的支援をご要望の場合、次の Windows Intune クラウド サー

ビス 窓口へご相談ください。 

Windows Intune クラウド サービス 

受付窓口営業時間: 月 - 金 9:00 - 18:00 (Web / 電話とも) 

サポート サービス営業時間: 月 - 金 9:00 - 17:30 (Web / 電話とも) 

(無料通話用窓口) 電話番号: 0120-996-680 

(有料通話用窓口) 電話番号: 03-5767-9793 

Web :[電子メール サポート] 

https://support.microsoftonline.com/default.aspx?productkey=intunesupp 

 

Windows Intune SA（Software Assurance） 権でご使用いただける製品についてご不明点がある場

合には、次のカスタマー インフォメーション センターにてご相談を承っております。 

 

Microsoft カスタマー インフォメーション センター 

営業時間：月 - 金 9:00 - 17:30 

電話番号：0120-41-6755 (フリーダイヤル) 

※ 自動音声ガイダンスに従って、「1」 – 「1」の順に番号をご選択頂くと、担当者へ繋がります。 

 

Windows Intune SA（Software Assurance） 権でご使用いただける OSライセンスに関するご質問

がある場合には、次のライセンス認証専用窓口にてご相談を承っております。 

 

マイクロソフト ライセンス認証専用窓口の電話番号 

http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/existing-customers/activation-centers.aspx 

(無料通話用窓口) 電話番号 : 0120-801-734 

(有料通話用窓口) 電話番号 : 03-6831-3460 

 

 

https://support.microsoftonline.com/default.aspx?productkey=intunesupp
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/existing-customers/activation-centers.aspx
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●Windows IntuneのWebサイト 

http://www.microsoft.com/ja-jp/windows/windowsintune/ 

 

●Windows Intuneのオンラインヘルプ 

http://onlinehelp.microsoft.com/ja-jp/windowsintune.latest 

 

●Windows IntuneTechNet 

http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/hh456367.aspx 

 

●日本マイクロソフト Windows Intuneチームのブログ 

http://blogs.technet.com/b/jpintune/ 

 

●Windows Intuneチームのブログ（英語） 

http://blogs.technet.com/b/windowsintune 

 

一部の情報はプレリリース版の製品およびサービスに関連しており、製品版としてリリースされる前に

大幅に変更される可能性があります。マイクロソフトはこのドキュメントで提供する情報について、明

示または黙示を問わずいかなる保証もしません。製品およびサービスによっては、すべての言語、ある

いはすべての国または地域で提供されていないものもあり、プレリリース版ソフトウェアの英語バージ

ョンが使用される場合があります。一部の機能では、Windows Intuneサービスと System Center 

2012 Configuration Manager SP1または System Center 2012 R2 Configiration Managerを使用す

る必要があることがあります。 
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